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• 認知症患者数 ４６２万人 

• 軽度認知障害 ４００万人 
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厚生労働科学研究費補助金（認知症対策総合研究事業） 

総合研究報告書「都市部における認知症有病率と認知症の生
活機能障害への対応」（代表：朝田隆）2012年 

参考 
四国総人口414万人 
（2005年） 

2010 年の一人暮らし世
帯は全体の30％を超えて
おり、2035年には38%と
予測されている。 

（国立社会保障・人口問
題研究所） 
 



多業種連携でつくる 
認知症の人も安心して生活できる街づくり 

• 認知症の人でも利用できるお店／サービス 
• 認知症に気づいてさりげなくサポート 

福祉 

行政 

飲食店 
交通  
機関 

不動産 

金融機関 

コンビニ・
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医療 
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自分に合った物件を 
借りられる 

生活に必要なお金を 
おろすことができる 
詐欺や虐待から守ってくれる 

安心して買い物ができる 

迷っても安心 
外出を楽しめる 

共 生 

認知症 
バリアフリー 

の推進 
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エコシステム 

 複数の企業が商品開発や事業活動などでパートナーシップを組み、互い
の技術や資本を生かしながら、開発業者・代理店・販売店・宣伝媒体、さらに
は消費者や社会を巻き込み、業界の枠や国境を超えて広く共存共栄してい
く仕組み。 

 経済界のエコシステムでは、系列の違う複数の企業、時にはライバル関係
にある企業が互恵関係を結ぶこともあり、この点で、生産・物流・販売など特
定の活動で連携するアライアンスや、1つの商品を共同開発・共同製造する
コラボレーションなどとは異なる。 

 

中略 

  

 自然界の「生態系」が異質な構成要素によって良好な環境を維持させてい
るように、多様な構成員の相互協力および平等な収益の循環が、エコシス
テムを健全に機能させる条件と見られる。 

 

(コトバンク，大迫秀樹  フリー編集者 ／ 2010年) 出典 (株)朝日新聞出版発行「知恵蔵」 



認知症になって困ること（社会生活） 

• 車の運転がうまくできなくなる 

• 銀行でお金をおろすのが難しい 

• 買い物の時に、何が必要か思い出せない 

• 病院の受診手続きがわからない 

• 治療の説明が理解できない 

• 薬を飲むのを忘れる 

• 役所での手続きをどうしたらいいかわからない 

• 確定申告ができない 

• マイナンバーの通知の紙をなくしてしまった 
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中核症状と周辺症状 

 

中核症状 

認知機能障害 

思考・推理・判断・適応・問題解決 
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おはよう２１（2016年4月号） 



課題 メニューを考える 材料を揃える 材料を切る 材料を加工する 盛り付ける 洗う・片付ける 

必要な能力 

計画立案 
食事の好みを思い
出す 
食材に関する知識 

買い物 
必要な食材を見
つけ出す 

調理器具の使用
方法 
材料の取扱の知
識の活用 

味付け 
適切な調理器具
の使用 

食器を選ぶ 
適切な量の配分 

手指の動き 
片付け場所の知
識 

脳機能 C), 記憶 
C), D), 記憶,
注意 

A), B), D) A), B), D) A), B) A), 記憶 

後頭葉 

前頭葉 

側頭葉 

頭頂葉 

調理(毎日の献立を考えて、材料をそろえて調理すること)の手順 
低下した能力と、保たれている能力を見極めることが重要 
 

A 
C 

D 

B 

感覚入力（体性感覚） 

感覚入力 

運動出力 A）指を曲げる、ものをつまむ 
 
B）感覚入力を適切に利用する 
 ・手と物の位置関係を把握する 
 ・着衣などのまとまりのある作業 
 ・道具を使用すること 
 
C）タイミングよく動作を開始すること、不適切な動
作を抑制すること 
 
D）道具を正しく認知すること 

中川, Cognitive and Dementia, 2011. 図1を改変 

行為・動作に関わる脳部位と役割 

（慶應義塾大学医学部 江口洋子先生作成） 



「年をとればとるほど幸せになる社会」 
 

 
 
 
 

高齢者の人生経過図 

健常 軽度 中等度 高度 終末期 MCI 

経
済
活
動
サ
ポ
ー
ト 

相続 

遺言者の認知能力が争点に 

経済的被害 

高齢者を狙った悪徳商法 

親族による流用 

早期啓発、予防教育 

遺言の作成⇒定期的に意思の確認と修正 

死後 

客観的な能力評価による遺言の有効性の証明 

高齢者対応銀行サービス 

見守りシステム 

認知症の知識、将来の備えに関する知識習得 

親族、友人など身の回りの人に自分の希望や意思を事前に共有しておく 

経済活動の契約行為時など⇒本人のレベルに応じた対応、サポート 

窓口における遠隔技術による能力評価の実施 

介護相談窓口（対面相談、電話相談） 

いつまでも自分らしく独居での安心・安全な生活を維持 

有料老人ホーム 

遠隔コミュニケーションツール 

会員専用の介護相談ポータルサイト 

認知機能セルフチェックや会員同士
の情報交換 

認知 

機能 

金銭管理能力の低下 

ATMの操作・通帳の管理が困難に 

⇒生活の困窮化 

独居でも人との交流、会話の楽しみを維持 

物盗られ妄想 

貯金はあっても本人の生活を
豊かにするために活用できな
い 

ラ
イ
フ
・サ
ポ
ー
ト 

介護が必要になっても住み慣れた地域で安心して生活でき
るように専門家から情報提供 

意思 



健常 軽度認知症 中等度認知症 重度認知症 終末期 軽度認知障害 

浪費  

財産管理の失敗 

詐欺や経済虐待の被害 

死後 

財産管理に関する判断が困難 

もの盗られ妄想 

能力低下に気づけない 

もし100万人の高齢顧客がいたら,  

そのうち年間4000人が認知症を発症する 
 (年間認知症発症率を 4/1000とした場合) 

財産管理と認知機能低下 



業種別の関わり 
①若年期から継続的に関与 
 
金融機関（銀行、保険） 
携帯電話、インターネットプロバイダー 
新聞・電気・ガス・水道・行政 
会社組織 
不動産会社（賃貸・デベロッパー） 
小売り（スーパー・コンビニ・商店・生協・百貨店・
薬局） 
外食産業（喫茶店・ファミレス） 
理容・美容業、鍼灸・接骨院 
宅配業 公共交通機関 お寺・教会 

②定年後に関与 
 
信託銀行 
旅行会社 
病院 
鍼灸院・整骨院 

④認知症を発症してから関与 
 
認知症専門医 
介護事業者 
弁護士・司法書士など（法定後見） 

 

③高齢期から関与 
 
かかりつけ医 
弁護士・司法書士（任意後見、遺言など） 
福祉用具 
葬儀会社 
有料老人ホーム 
介護付き高齢者住宅 



① ② 

③ ④ 



エコシステム構築のボトルネック 

高齢者側 

高齢者のニーズは、「認知症になりたくない」「生活の固定コ
ストを減らしたい」であり、「備え」に支出するモチベーション
は低い。 

認知症になってからは、情報が入りにくく、便利なモノやサー
ビスがあっても探すことが難しい。 
 
企業側 
備えのサービスを開発しても使ってもらえない 

認知症になってからの人向けのサービスは誰と契約したらい
いかわからない、そもそも認知症の人がどこにいるかがわか
らない。 



病識得点 

人数 

記憶が低下していると思っている人は少ない 

N=118 

N=47 

N=17 

地域で調査すると、認知機能低下のある高齢者で認知症
として病院に受診したことがある人は３０％程度 

(Nakahori N, BMC Neurol, 2019) 



より便利なモノやサービスが開発され
るために 

認知症になって生活に影響が出
ていることが自分や家族に分か
り、他の人とつながって情報が
得られるようになる。 

認知症になる前のニーズをつか
み、認知症になってからも顧客
で居続けてもらうためのビジネス
を考える 

高齢者側 企業側 



エコシステム創出の基盤 

• どのようなニーズがある人なのかが企業に分かる 
• 能力の低下に応じて安定して契約ができる 
• 複数の企業が本人の希望に応じて個人情報を共有できる 



実務に必要な判断能力評価 

• 判断能力が保たれていることを証明する 

 

• 判断能力に一部低下がある場合には、その
程度を評価した上で、どのような内容であれ
ば取引可能かを評価結果から判定する 

 



判
断
の
複
雑
さ
・リ
ス
ク 

意思決定能力 

高 

低 

低い 高い 

意思決定困難 

意思決定可能 

「判断の複雑さ・リスク」と「意思決定能力」 



治療内容による違い 

①予防接種 

②内服治療 

③抗生剤点滴 

④内視鏡検査 

⑤抗がん剤治療 

⑥大腿骨頸部骨折手術 

⑦大腸がん手術 

 

 

 

安全性 高 

確実性 高 ① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 



財産管理における種々の意思決定 

• 財産管理能力 

① 通帳の管理 

② 不動産の売買 

③ 遺産を受け取る 

④ 日常の買物、公共料金 

• 契約能力 

⑤ 任意後見契約 

⑥ 不動産の賃貸契約 

⑦ 介護サービス契約 

⑧ 金融商品の契約 

⑨ 遺言能力 

安全性 高 

必要度 高 ① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑥ 

それぞれの業種で商品・サービスの種類により必要な手続きを整理 



判断能力評価の手法 

• 観察式チェックリスト 

• 活動のモニタリング 

• 認知機能検査（対面、アプリ） 

• 契約そのものについての判断能力評価 

• 医師の診断書 

 



1  

現在希望している遺言内容（どのような財産を、誰に分配するのか）について説明できる 

・ 現在の自分の財産を把握している 

□ ・ 自分の推定相続人を把握している 

・ 遺言内容に関する自己と取得者（推定相続人・受遺者）の関係性を把握している 

    

2 

【遺言内容を変更する場合のみ】 当初の遺言内容（どのような財産を、誰に分配するのか）について説明できる 

・ 過去（当初の遺言作成当時）の財産を把握している 

□ 
・ 過去（当初の遺言作成当時）の推定相続人を把握している 

・ 過去（当初の遺言作成当時）の遺言内容に関する自己と取得者（推定相続人・受遺者）の関係性を把握している 

・ 遺言内容のほかに遺言の方式も変更する場合は、その理由を説明できる 【※この項目は必須ではありません】 

        

3 

現在希望している遺言内容により、推定相続人のうち特定の推定相続人の取り分を無いものとしたり、法定相続分より減
らしたりする場合、その特定の推定相続人は誰か、本来受け取る分配からおおまかにどの程度減るのかを説明できる 

・ 現在の自分の財産を把握している 

□ 

・ 自分の推定相続人を把握している 

・ 推定相続人やその家族に対するこれまでの贈与状況や寄与分を把握している 

・ 遺言内容に関する自己と取得者（推定相続人・受遺者）の関係性を把握している 

・ 法定相続分について理解している 
・ 遺留分について理解している 

4 

自分の遺言内容によれば、誰と誰の間にどのような葛藤や緊張（感情的対立を含む）が生じる可能性があるのかを認識し
ている 

・ 誰と誰の間に葛藤や緊張が生じる可能性があるのかを、一般論としてではなく自分に関する事柄として認識している □ 

椎名・名倉式遺言能力観察式チェックリスト 
http://www.kpu-m.ac.jp/doc/news/2019/20190207.html 

©日本意思決定支援推進機構 2018 



5 

現在希望している遺言内容により、法定相続人のうち特定の相続人の取り分を無いものとしたり、法定相続分より減らす
場合、なぜそのような分配にするのか、その理由となる事情を述べることができる 

・ 自分が遺言をすることについて、自分のこととして考えて理由を述べられる（※理由の合理性は問わない） □ 

6 

なぜ遺言という方法を選択するのか、法定相続のままにしておく方法や生前贈与、養子縁組、パートナーと婚姻をする方
法など、他に検討できる方法と比較して、理由を述べることができる 

・ 「他の選択肢とその結果」と「遺言とその結果」を比較した上で合理的に判断している □ 

7 

現在希望している遺言内容により、それぞれの相続人・受遺者について、メリットまたはデメリットのいずれが生じることに
なるか及びその内容を説明できる 
・ 現在の自分の財産を把握し、その情報を運用できる 

□ 

・ 自分の推定相続人を把握し、その情報を運用できる 

・ 推定相続人やその家族に対するこれまでの贈与状況や寄与分を把握し、その情報を運用できる 

・ 遺言内容に関する自己と取得者（推定相続人・受遺者）の関係性を把握し、その情報を運用できる 

・ 法定相続分について理解し、その情報を運用できる 

・ 遺留分について理解し、その情報を運用できる 【※この項目は必須ではありません】 

8 

【遺言内容を変更する場合のみ】 当初の遺言内容と比べて、それぞれの相続人について、どのようなメリットまたはデメ
リットが生じることになるかを説明できる 
・ 現在の自分の財産を把握し、その情報を運用できる 

□ 

・ 自分の推定相続人を把握し、その情報を運用できる 

・ 遺言内容の変更に関する自分と取得者（推定相続人・受遺者）の関係性を把握し、その情報を運用できる 

・ 法定相続分について理解し、その情報を運用できる 

・ 遺留分について理解し、その情報を運用できる 【※この項目は必須ではありません】 

9 
表明された意思が二転三転することなく、一貫している 

・ 遺言内容に関して表明された意思を複数回確認しても一貫性がある □ 

©日本意思決定支援推進機構 2018 



No 質　問　項　目 得点

１ バスや電車で１人で外出していますか ０．　はい １．　いいえ

２ 日用品の買い物をしていますか ０．　はい １．　いいえ

３ 預貯金の出し入れをしていますか ０．　はい １．　いいえ

４ 友人の家を訪ねていますか ０．　はい １．　いいえ

５ 家族や友人の相談にのっていますか ０．　はい １．　いいえ

６ 階段を手すりや壁をつたわらずに昇っていますか ０．　はい １．　いいえ

７ 椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がってますか ０．　はい １．　いいえ

８ １５分間位続けて歩いていますか ０．　はい １．　いいえ

９ この１年間に転んだことがありますか １．　はい ０．　いいえ

１０ 転倒に対する不安は大きいですか １．　はい ０．　いいえ

１１ ６ヶ月間で２～３kg以上の体重減少はありましたか １．　はい ０．　いいえ

身長（　　　　　cm）　　体重（　　　　　kg）　　（＊ＢＭＩ １８．５未満なら該当）

＊ＢＭＩ（＝体重(kg)÷身長(m)÷身長(m)）

１３ 半年前に比べて堅いものが食べにくくなりましたか １．　はい ０．　いいえ

１４ お茶や汁物等でむせることがありますか １．　はい ０．　いいえ

１５ 口の渇きが気になりますか １．　はい ０．　いいえ

１６ 週に１回以上は外出していますか ０．　はい １．　いいえ

１７ 昨年と比べて外出の回数が減っていますか １．　はい ０．　いいえ

１８ 周りの人から「いつも同じ事を聞く」などの物忘れがあると言われますか １．　はい ０．　いいえ

１９ 自分で電話番号を調べて、電話をかけることをしていますか ０．　はい １．　いいえ

２０ 今日が何月何日かわからない時がありますか １．　はい ０．　いいえ

２１ （ここ２週間）毎日の生活に充実感がない １．　はい ０．　いいえ

２２ （ここ２週間）これまで楽しんでやれていたことが楽しめなくなった １．　はい ０．　いいえ

２３ （ここ２週間）以前は楽にできていたことが今ではおっくうに感じられる １．　はい ０．　いいえ

２４ （ここ２週間）自分が役に立つ人間だと思えない １．　はい ０．　いいえ

２５ （ここ２週間）わけもなく疲れたような感じがする １．　はい ０．　いいえ

暮
ら
し
ぶ
り
そ
の
１ Ｎｏ．1～5の合計

運
動
器
関
係

Ｎｏ．6～10の合計

Ｎｏ．11～12の合計

Ｎｏ．13～15の合計

基本チェックリスト
回　 答

暮
ら
し
ぶ
り
そ
の
２ Ｎｏ．18～20の合計

栄
養
・
口
腔
機
能
等
の
関
係

１２ １．　はい ０．　いいえ

Ｎｏ．21～25の合計

Ｎｏ．1～20の合計

こ
こ
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改訂長谷川式簡易知能スケール 

1. お年はいくつですか 

2. 今日は何年の何月何日ですか？何曜日ですか？ 

3. 私たちが今いるところはどこですか？ 

4. これから言う３つの言葉を言ってください。後でもう一
度聞くので覚えておいてください 

5. １００－７、そこから７を引く 

6. これからいう数字を逆から言ってください 

7. 先ほど覚えてもらった言葉をもう一度いってください 

8. ５つの物品の記憶 

9. 野菜の名前をできるだけたくさんいってください 



EXIT25 実行機能に特化した評価法 

(Matsuoka T et al., Japanese versions of the Executive Interview (J-EXIT25) and 

the Executive Clock Drawing Task (J-CLOX) for older people. International Psychogeriatrics 2014) 



理解6点 認識4点 
論理的思考 

8点 

選択の表明 

2点 

MacArthur Competence Assessment Tool – 

Treatment  (MacCAT-T)  

• 様々な疾患に関して，患者がその情報をどれほど理解し，自分の治療に

ついて決定できるか評価するための半構造化面接法 

 

 

 

• 4領域のそれぞれの質問につき各0～2点の3段階で評価 

• 得点が高い程，同意能力が高いことを示す 

• カットオフ得点は設定されておらず，最終的には4領域の成績をふまえて

総合的に判定する 

• 所要時間は約20分           

 Grisso,et al. 1998, （訳）北村ら, 2000 



金融取引能力に置き換え
た場合 

 MacCAT-T 金融取引能力評価 

理解 

疾患の特徴： 

「それでは、〇〇さんの病気について、ど

ういう病気であるかを説明して下さいま

すか。」 

※以下、必要に応じて質問を追加 

・なんという病気かは説明ありました

か？ 

・症状については何か説明ありました

か？ 

・脳については何か説明ありましたか？ 

・記憶については何か説明ありました

か？ 

・身の回りのことについては何か説明あ

りましたか？ 

・病気の経過はどうなると説明がありま

したか？ 

 

治療のメリット・デメリット： 

「それでは、〇〇さんのお薬を使った治

療についての良い点と悪い点について、

説明していただけますか。」 

※以下、必要に応じて質問を追加 

・薬の効果については何か説明ありまし

たか？ 

・【薬の効果が 1つしか出ない場合】他に

薬の効果についてはありましたか？ 

・薬の悪い点（副作用）については何か説

明ありましたか？ 

・【薬の悪い点が 1つしか出ない場合】他

に薬の悪い点（副作用）についてはありま

したか？ 

 

 

取引内容の特徴について自分の言葉で

説明してもらう 

 

※取引の機能分類に応じて質問を追加 

【増やす】場合 

【備える】場合 

【遺す】場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取引のメリット・デメリットについて

説明してもらう 

 

 

 



                               診 断 書(成年後見用)    （試案）  

１   
氏    名                                     男 ・ 女 

 
    生年月日   明 ・ 大 ・ 昭 ・ 平      年     月     日 生 
    住    所  

 

２  医学的診断 

    診断名（暫定でも可） 

 

 

    現病歴（発症時期、経過、現在の状態と関連する合併症、既往症など) 

 

 

３ 診断の根拠となる検査所見（認知機能検査（長谷川式，MMSEなど），画像検査結果など） 
 

 

４ 財産管理能力、及び日常生活能力とその認識         
（周囲の助けを借りず一人で行う場合を想定して評価してください。ただし身体的な障害については補
助があることを想定してください。）  
１）財産管理能力 
□日常的に必要な買い物ができない 
□銀行でお金を引き出すことができない 
□借金をしたり、株の売買や土地取引で損得の判断をすることができない 
□財産管理能力に問題はない 

 
２）日常生活能力 
□食事の支度ができない 

□介護保険の契約ができない 
□公共料金の支払いができない 
□日常生活能力に問題はない 

 
３）認識 
□財産管理や日常生活に不安があると訴えている 

５ 判定の参考となる具体的な生活状況      情報提供者（氏名      続柄   ） 
 
 
 
 

 

６ その他鑑定に関する意見 
□専門医による本鑑定を要する 
□回復、または悪化の可能性があり定期的な再評価を要する 

  以上のとおり診断します。                            平成   年   月   日 

 

    担当診療科名                          病院又は診療所の所在  
                                               所在 〒    － 
 

担当医師氏名            印     名称 
                                                 

電話番号 

 

  

          

 

                   

財産管理能力、日常生活能力につ
いて報告するための診断書様式 

（成本，Dementia Japan，2018） 



意思決定支援ガイドライン 
意思決定支援の中核的な考え方 

●本人の意思を尊重 
●本人の意思決定能力への配慮 
●チームによる早期からの継続的支援 

各ガイドラインの領域 

2020年度以降自治体で 
意思決定支援研修を実施 



公平な契約と意思決定サポートのために 

1. 本人に丁寧に安心できる環境で契約内容を説明する 

2. 他の人に相談したり、記憶力低下を補えるよう説明内容の資料を準備する 

3. 契約能力確認にあたっては本人自身の言葉で契約内容を説明してもらい記録する 

4. 契約能力の確認手順設定にあたっては契約内容の複雑さやリスクも考慮する 

5. 高価な商品や損害のリスクがある場合は、複数で本人の理解や意向を確認する 

6. 契約のプロセスが1～5の要件を満たしているかを確認する仕組みがある 



意思決定サポートシステムと成年後見制度の比較 
（小賀野・成本作成） 

意思決定サポートシステム 成年後見制度 
対象 地域 全国 

根拠・手続 民法及び民法特別法 
要綱、条例 
ガイドライン、マニュアル 

民法及び民法特別法 
家庭裁判所の審判（法定後見） 
契約（任意後見） 

支援 日常生活での意思決定 
意思決定支援 
地域の連携 
例）日常生活自立支援事業 

法律行為 
代理権、同意権、取消権 
成年後見人等、指定された者 

家族 家族の意向・関与を尊重 家族は成年後見人等の候補者 

判断能力 生活能力 
意思疎通能力 

意思能力 
事理弁識能力 

能力判定 財産管理、日常生活能力 
対面と遠隔、ICT利用 

財産管理 
医師の鑑定・診断 

支援時期 健康時から死亡まで 
予防、事前・事後の支援 

判断能力低下の判定後 
事後の支援 

医療契約 患者と医師の協働関係 双務契約、対向関係 

医療同意 患者の意思 
第三者の関与 

患者の意思 
成年後見人等に権限なし 

個人情報 支援者間の共有 
プライバシー保護 

原則として本人の同意 
プライバシー保護 

公と私 公私協働における民法 私法としての民法 

制度像 弾力性、柔軟性、個別性 堅実性、厳格性、統一性 



意思決定サポートシステム 成年後見制度 

根拠：民法及び民法特別法、要綱、条例、 
 ガイドライン、マニュアル、当事者間・連携者間の契約 

意思決定サポートシステム構想１ 

（中央大学法学部 小賀野晶一 ・ 京都府立医科大学 成本 迅 作成） 

根拠：民法及び民法特別法、家庭裁判所の審判   
    （法定後見）、契約（任意後見） 

●地域を対象 

●日常生活での意思決定支援 
  地域の連携 

●全国を対象 

●家族は成年後見人等の 
  候補者 

●法律行為の支援 
 代理権、同意権、取消権、 
 成年後見等、指定された者 

●家族の意向・関与を尊重 

●財産管理・日常生活能力に関する能力判定 

買い物 

外出 

-生活能力・意思疎通能力はあるか？ 
-ICTを利用して対面、遠隔での 
 判定が可能 

●財産管理に関する能力判定 

-意思能力・事理弁識能力はあるか？ 
-医師の鑑定・診断 

不動産の
売買 投資信託 



意思決定サポートシステム 成年後見制度 

公と私：公私協働における民法 
制度像：弾力性、柔軟性、個別性 

意思決定サポートシステム構想２ 

（中央大学法学部 小賀野晶一 ・ 京都府立医科大学 成本 迅 作成） 

公と私：私法としての民法 
制度像：堅実性、厳格性、統一性 

●健康時から死亡まで幅広く支援 

●医療契約は患者と医師の協働関係 

●判断能力低下の判定後から支援 

●医療契約は双務契約、対向関係 

-患者の意思 
-第三者の関与 

●個人情報は支援者間で共有、プライバシー保護 
●個人情報の共有には原則として本人の同意、 
 プライバシー保護 

-予防、事前・事後の支援が充実 -事後の支援 

-患者の意思 
-成年後見人等に権限なし 

家族 
成年後見人等 

家族 
成年後見人等 

患者 

患者 



シェアードデシジョンメイキング（SDM） 第三者の役割 

意思決定支援 

支援者の役割 

医療同意 遺言 

財産管理 契約 

• 必要な情報を提供 
• プロセスの透明性の確保 

• 分かりやすく公正な説明 
• 能力評価 

• 記録 
• 契約の公正さの証明 

• 医療行為の倫理的
妥当性の検証 

• 同意能力評価 

• 適合性原則に沿った
説明とプロセス 

• 契約能力の評価 

• 支出の妥当性の確認 
• 財産管理能力評価 
 

• 遺言能力評価 
• 不当な影響の排除 

https://www.dmsoj.com/ 

• 意思決定支援研修 
• 講演・書籍 

• コンサル 
• 講演・論文 

• コンサル 
• 講演・論文 
• 審議会・研究会委員 

• 遺言能力
チェックリストの
普及 

• 講演・論文 



ご清聴ありがとうございました 


